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あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
、
７

ご
ざ
い
ま
す

…
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こ
と
し
は
飛
躍
の
年
で
す

み
な
さ
ま
に
と
り
ま
し
て

健
康
で
し
あ
わ
せ
多
い

年
で
あ
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
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鈴木藤太立夫高萩市議会議長棚谷 高萩市長

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
昨
年
は
市
制
施
行
二
十
周
年
を
は
じ

め
、
市
民
の
ま
ご
こ
ろ
と
数
多
く
の
感

激
の
思
い
出
を
残
し
た
国
民
体
育
大
会

の
開
催
や
、
年
末
の
市
長
、
市
議
会
議

員
補
欠
選
挙
、
県
議
会
議
員
選
挙
な
ど

た
い
へ
ん
あ
わ
た
だ
し
い
年
で
し
た
。

特
に
市
長
選
挙
に
あ
た
り
ま
し
て
は

皆
さ
ま
の
ご
支
援
を
得
ま
し
て
、
再
び

市
政
担
当
の
任
に
あ
た
る
こ
と
に
な
り

責
任
の
重
大
さ
を
感
じ
ま
す
と
と
も
に

私
に
寄
せ
ら
れ
た
ご
厚
情
と
ご
支
援
に

対
し
、
心
か
ら
お
礼
を
申
し
あ
げ
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。

今
回
の
改
選
に
あ
た
り
、
私
は
市
民

と
と
も
に
歩
む
市
政
を
心
が
け
た
四
年

昭
和
五
十
年
の
希
望
と
輝
き
に
満
ち

た
新
春
を
迎
え
、
三
万
市
民
の
皆
さ
ま

と
共
に
心
か
ら
お
祝
い
申
し
あ
げ
ま
す

私
は
、
昨
年
十
二
月
の
第
四
回
高
萩

市
議
会
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
議
長
改

選
に
あ
た
り
、
は
か
ら
ず
も
市
議
会
議

長
の
要
職
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た

も
と
よ
り
、
浅
学
非
才
そ
の
器
で
は
あ

」

り
ま
せ
ん
が
、
せ
っ
か
く
の
ご
信
託
に

こ
た
え
る
べ
く
誠
心
誠
意
努
力
い
た
す

所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
な

お
一
層
の
ご
指
導
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
る
次
第
で
あ
り

ま
す
。か
え
り
み
ま
し
て
、
昨
年
は
記
念
す

べ
き
市
制
二
十
周
年
を
迎
え
、
計
画
さ

れ
た
諸
事
業
と
高
萩
市
総
合
振
興
計
画

《
》

間
を
通
じ
て
、
皆
さ
ま
と
の
間
に
心
の

ふ
れ
あ
い
が
さ
ら
に
深
ま
っ
た
こ
と
を

感
ず
る
と
と
も
に
、
一
期
目
に
対
す
る

反
省
、
皆
さ
ま
と
の
間
に
覚
え
た
感
動

等
、
数
食
の
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
体
験
を
誠
実
に

今
後
の
市
政
に
生
か
す
こ
と
こ
そ
、
市

民
の
審
判
に
お
こ
た
え
す
る
た
め
一
番

大
切
な
こ
と
だ
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

い
ま
、
高
萩
市
は
皆
さ
ま
と
と
も
に

築
い
て
来
た
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
基

盤
の
上
に
、
市
民
の
し
あ
わ
せ
の
た
め

解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
数
多
く
の

問
題
を
か
か
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
一

方
で
は
、
現
在
の
地
方
自
治
体
の
お
か

れ
て
い
る
立
場
は
、
昨
今
の
社
会
経
済

情
勢
の
き
び
し
い
制
約
の
も
と
に
お
か

れ
容
易
で
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

に
よ
る
諸
施
策
も
、
三
万
市
民
の
非
常

な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て

お
お
む
ね
順
調
に
目
的
を
逐
行
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
誠
に
感
謝

に
堪
え
な
い
次
第
で
あ
り
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
諸
物
価
の
高
騰
を
は
じ
め

と
す
る
市
民
生
活
の
不
安
定
、
近
年
ま

れ
に
み
る
水
稲
の
被
害
、
首
長
、
県
議

会
議
員
選
挙
等
、
多
事
多
難
の
年
で
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
。

さ
て
本
年
も
現
在
の
国
勢
事
情
か
ら

承
ま
し
て
も
、
幾
多
問
題
の
多
い
年
に

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
狂
乱
物

価
、
イ
ン
フ
レ
、
不
況
の
混
迷
す
る
経
済

社
会
の
中
に
あ
っ
て
、
継
続
事
業
で
あ

る
高
萩
小
・
中
学
校
改
築
を
は
じ
め
と

す
る
教
育
施
設
の
充
実
、
畜
産
基
地
開

私
は
、
こ
の
よ
う
な
と
き
こ
そ
政
治

の
責
任
の
重
大
さ
を
強
く
感
ず
る
と
と

も
に
、
確
か
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
か
か
げ
市

民
一
体
と
な
っ
て
自
ら
の
ま
ち
を
築
い

て
行
く
意
識
に
徹
し
、
力
強
く
進
む
こ

と
が
大
切
で
あ
る
と
信
じ
て
お
り
ま
す

私
は
、
市
政
担
当
の
基
本
理
念
と
し

て
お
り
ま
す
「
愛
と
誠
」
の
精
神
を
も

っ
て
、
昨
年
十
一
月
一
日
制
定
さ
れ
た

市
民
憲
章
に
示
さ
れ
た
市
民
の
心
意
気

を
、
市
政
に
生
か
す
べ
く
決
意
を
新
た

に
し
て
、
こ
の
新
し
い
年
に
向
か
い
遇

進
す
る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ど
う
か
議
会
ご
当
局
、
市
民
各
位
に

お
か
れ
ま
し
て
も
旧
に
倍
す
る
ご
指
導

ご
鞭
燵
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
あ
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
っ

と
い
た
し
ま
す
。

発
と
山
村
地
域
の
開
発
促
進
、
農
業
経

営
の
安
定
、
下
水
道
を
は
じ
め
と
す
る

生
活
環
境
の
整
備
充
実
、
さ
ら
に
は
明

年
度
に
控
え
た
全
国
植
樹
祭
の
準
備
等

重
要
問
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

私
ど
も
議
会
は
さ
ら
に
心
を
新
た
に

し
て
、
常
に
市
民
の
皆
さ
ま
の
立
場
に

立
っ
て
議
会
本
来
の
使
命
を
果
し
て
ま

い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
市
民
の
期
待

す
る
議
会
の
運
営
に
十
分
意
を
用
い
、

執
行
部
と
も
ど
も
に
今
後
の
重
点
施
策

を
積
極
的
に
推
進
し
て
ま
い
る
所
存
で

あ
り
ま
す
の
で
、
な
お
一
層
の
ご
支
援

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申

し
あ
げ
、
三
万
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
健

康
を
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

、 〆ニ ー
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、
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に
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第
４
回
（
但
月
）
定
例
市
議
会
で
１
２
人
で
、
投
票
者
は
，
５
，
７
５
２

人
、
投
票
率
は
私
・
卯
％
、
十
王
町
は

議
長
に
棚
谷
立
夫
さ
ん
檮
瀧
者
６
，
…
人
で
、
投
票
葱
“

副
議
長
に
は
大
部
薫
さ
ん
５
５
‐
２
人
、
投
票
率
門
・
銘
％
で

、

し
た
。
得
票
数
は
次
の
と
お
り
で
す
。

第
４
回
（
哩
月
）
定
例
市
議
会
は
、
な
お
、
昨
年
の
市
議
会
議
員
補
欠
選
（
有
効
票
数
２
１
，
１
３
８
票
）

螺
月
面
日
か
ら
型
日
ま
で
８
日
間
の
会
挙
で
選
ば
れ
た
、
小
田
木
真
一
さ
ん
と
当
大
久
保
情
１
０
，
９
１
７
票

期
で
開
か
れ
ま
し
た
が
、
議
会
の
申
し
大
部
勝
央
さ
ん
は
文
教
厚
生
委
員
会
に
高
萩
市
８
，
０
４
３
票

合
せ
で
任
期
１
年
と
な
っ
て
い
る
、
正
矢
代
洋
三
さ
ん
は
建
設
委
員
会
に
選
任
十
王
町
２
，
８
７
４
票

副
議
長
の
改
選
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
さ
れ
ま
し
た
。
大
言
億
次
１
０
，
２
２
１
黒

大
高
徳
次
１
０
２
２
１
票

、

国
体
写
真
な
ど
掲
示

れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
県
議
会
議
員
選
挙
は
哩
月
妬
日
行
な

こ
れ
に
よ
り
、
常
任
委
員
会
の
経
済
わ
れ
ま
し
た
が
、
高
萩
市
選
挙
区
（
十
市
役
所
で
１
月
加
日
か
ら

委
員
長
に
は
根
本
栄
さ
ん
、
公
害
対
策
王
町
も
含
む
）
で
は
、
大
久
保
清
さ
ん
昨
年
開
催
さ
れ
た
国
民
体
育
大
会
や

特
別
委
員
長
に
鈴
木
茂
さ
ん
が
、
ま
た
（
“
）
上
手
綱
１
１
１
１
（
日
本
社
会
市
民
歩
く
会
な
ど
の
写
真
を
掲
示
し
ま

監
査
委
員
（
議
会
代
表
）
に
は
小
山
政
党
新
）
が
当
選
し
ま
し
た
。
す
か
ら
ぜ
ひ
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

男
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
高
萩
市
の
当
日
有
権
者
は
２
１
，
０
な
お
、
こ
の
う
ち
の
写
真
を
希
望
す
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－
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一
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一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
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一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
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一
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一
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一
一
一
一
一
一
一
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一
一
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一
一
一
一
一
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大
久
保
清
さ
ん
当
選

惠
さ
ん
（
鯛
）
中
戸
川
１
８
７
８
が
そ

蝋難
蕊
綴 〕

高
萩
市
７
，
６
２
６
票

県
議
会
議
員
に

兎
）
秋
山
２
４
４
、
副
議
長
に
大
部
十
王
町
２
，
５
９
５
票

大
久
保
青
さ
ん
当
選

１
一
．
司
垰
吹
圭
側
局
ｊ
、
〈
ｂ
ワ
臼
く
り
茜
示

蕊
無
羅
鶏

⑨

ウ
ラ
ジ
ロ
は
、
新
年
を
祝
う
え
ん
ぎ
も
の
と
し
て
な
じ
承
深
い
も
の
で

す
が
、
そ
の
わ
け
は
①
ツ
ヤ
の
あ
る
葉
が
霜
雪
に
耐
え
て
枯
れ
る
こ
と
な

く
、
生
き
生
き
と
し
て
裏
が
白
く
潔
白
を
あ
ら
わ
す
②
毎
年
出
て
く
る
２

枚
の
葉
が
向
き
合
っ
て
、
夫
婦
の
相
愛
、
相
生
・
生
老
（
あ
い
お
い
）
を

祝
う
③
２
枚
づ
つ
で
る
葉
は
２
．
３
年
枯
れ
ず
に
つ
い
て
い
る
の
で
、
そ

の
家
の
代
点
の
弥
栄
（
い
や
さ
か
）
を
寿
ぎ
，
子
孫
の
繁
栄
を
祝
う
心
に

通
じ
て
い
る
な
ど
か
ら
の
よ
う
で
す
。

も
と
も
と
は
暖
帯
植
物
で
す
が
、
ア
ジ
ア
、
濠
州
の
熱
帯
に
ま
で
分
布

し
て
い
ま
す
。
茨
城
県
あ
た
り
で
は
、
胞
子
が
で
き
発
芽
し
て
も
冬
が
越

せ
な
い
の
で
、
地
下
茎
が
伸
び
て
増
え
る
だ
け
で
、
現
在
、
太
平
洋
側
で

福
島
県
末
続
駅
付
近
、
日
本
海
側
で
新
潟
県
が
北
限
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
シ
ダ
は
羊
歯
（
小
さ
い
葉
が
羊
の
葉
に
似
て
密
生
し
て
い
る
）

歯
余
（
そ
の
葉
が
垂
れ
て
い
る
）
の
字
が
あ
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
、

ウ
ラ
ジ
ロ
（
シ
ダ
植
物
）

る
方
に
は
、
実
費
で
お
わ
け
し
ま
す
か

ら
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

○
と
き
１
月
別
日
か
ら
２
月
刎
日

○
と
こ
ろ
市
役
所
玄
関
ホ
ー
ル

○
掲
示
す
る
写
真
第
調
回
国
民
体
育

大
会
（
炬
火
リ
レ
ー
も
含
む
）
、
第

１
回
市
民
音
楽
祭
、
第
５
回
市
民
歩

く
会
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
歌
の
星
座
、
第
５
回

市
民
号
、
お
は
よ
う
こ
ど
も
サ
イ
ク

リ
ン
グ
大
会

○
申
込
み
先
市
民
相
談
室

県
最
低
賃
金
は

１
日
１
，
６
１
０
円
↑

茨
城
県
最
低
賃
金
（
茨
城
県
内
の
事

業
所
に
働
く
す
べ
て
の
人
び
と
に
適
用

さ
れ
る
最
低
賃
金
）
が
、
こ
の
た
び
１

日
１
，
６
１
０
円
（
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー

時
間
給
労
働
者
は
１
時
間
２
０
１
円
謁

銭
）
に
改
正
さ
れ
、
昭
和
印
年
１
月
”

日
か
ら
発
効
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

詳
し
い
こ
と
は
最
寄
り
の
労
働
基
準

市制施行20周年を記念して
郷土読本

「高萩のあゆみ」が完成
一 配付中

※市の全世帯に各常会長を通じて昨年

11月に配付をしましたが、常会に入

っていない人やまだ届かない人には

教育萎員会、市民相談室でお渡しし

ますからおいでください。 〔無料）

ー

監
督
署
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

市
駅
伝
大
会
で

永
年
出
場
者
を
表
彰

第
羽
回
体
力
つ
く
り
市
民
駅
伝
大
会

は
哩
月
８
日
、
詔
チ
ー
ム
が
参
加
し
て

市
役
所
、
関
口
、
和
野
の
円
形
コ
ー
ス

鉦
キ
ロ
（
２
周
）
で
健
脚
を
競
い
ま
し
た

成
績
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

○
一
般
の
部
①
日
本
加
工
製
紙
②
日

加
青
婦
部
③
Ｋ
Ｄ
Ｋ

○
高
校
の
部
①
高
萩
工
業
高
校
サ
ッ

カ
ー
部
Ａ
②
高
萩
高
校
③
高
萩
工
業

高
校
サ
ッ
カ
ー
部
Ｂ

○
中
学
校
の
部
①
高
萩
中
Ａ
②
秋
山

中
Ａ
③
高
萩
中
Ｒ

な
お
、
開
会
式
で
、
こ
の
市
民
駅
伝
大

会
に
、
回
以
上
出
場
し
た
次
の
４
選
手

に
、
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
状
と
メ
ダ
ル
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

渡
辺
正
さ
ん
（
吃
回
）
斉
藤
恒
悦
さ

ん
、
津
谷
順
三
さ
ん
、
佐
藤
明
人
さ
ん

（
以
上
、
回
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市立幼稚園児を募集同

｜-申込みは1月25日まで

灘
会費7,000円（親子共〕

資格親子1人ずつで、 こどもは小

学1年生から中学3年生まで

募集人員40組

受付け1月6日～2月3日

○市民スキー教室

と き 2月16．17．18日

ところ福島県猪苗代スキー場

会菅8,500円

資格初心者対象、一般勤労青少年

募集人員40人

受付け1月10日～2月10日

※巾込朶や問合せについては、市教育委

員会（鐘③1131番）へどうぞ。

市立幼稚園の園児を募集します。入園

できるのは、昭和44年4月2日から45年

4月1日までに生まれたお子さんで、市内

に住んでいる方に限ります。

入園を希望する方は、 1月16日から各

幼稚園で入園願書をお渡ししますので、

期限に遅れないよう各幼稚園に申込んで

ください。受付期間は1月20日午前9時か

ら1月25日正午までです。

なお、石河原、行人塚地区の方は第一

′ 幼稚園に申込んでください。

ー詳しいことは市教育委員会学務課（趣
③1131番）または、直接各幼稚園にお問

合せください。

◎募集人員 第一幼稚園 120人

東幼稚園 80人

松岡幼稚園 40人

秋山幼稚園 40人

－簡易保険「愛の基金｣－

にご協力ください

市社会福祉協議会では、昭和48年8月

に簡易保険愛の基金会を設立しました。

これは、市民の皆さんが郵便局の簡易保

険に加入されますと、団体加入扱いとし

て毎月5％の割引額が基金として菰立て
ヂ

られます。そしてその基金は、精神薄弱

児で学校に行けない人びとが、社会参加

をするための通園施設の建設資金にあて

られます。

市では、いまこの施設を開園する計画

をたてていますが、財政的な問題もあり

ますので、この愛の基金の運動をひろげ

て全面的に協力しようとしています。

いま、簡易保険に1人月額1万円の契約

をしますと、年間6,000円の基金となり

これが10人なら6万円、 100人なら60万円

2年間では1,200万円にもなるものです。

市民の皆さん、簡易保険愛の基金にど

うぞご協力くださるようお願いします。

この叩込承には郵便局員が直接お伺い

しますから、高萩郵便局貯金保険課（鐘

②2869）までご連絡ください。

｢－市民.親子ｽｷｰ教室
一を開きます

一受給資格者は申請をJ

－母子家庭医療費(無料)－

市では昭和49年4月から、母子家庭の

18歳未満の児童が、保険による診療を受

けたとき支払った一部負担金相当額を、

皆さんの申請によって支給する制度を実

施していますが、まだ受給資格の申請を

していない方がみられますので、該当す

ると思われる方は早めに申請するようお

願いします。

申請に必要なものは、健康保険証と印

鑑です。

詳しいことについては、市保険年金課

医療福祉係（麓内線225番）でおたずね

ください。

保育所に入るお子さん可
の受付けはじめます－

’

今春4月、保育所に入るお子さんを募

集します。入所できる方は、市内に住ん

でいて、家庭の事情などにより保育でき

ないお子さんです。

入所を希望する方は、市福祉事務所で

申請害をお渡ししますから、前年度課税

証明書（市税務課発行）を添えて市福祉

喜務所（霞内線285番）に申込んでくだ
ー

さい。

◎受付け 1月25日午前8時30分から

2月10日午後5時まで

◎募集人員

市立高萩保育所3歳以上児 60人

市立秋山保育所 3歳未満児 6人

3歳以上児 64人

私立同仁東保育所3歳未満児 18人

3歳以上児 72人

私立聖徳保育所 3歳未満児 12人

3歳以上児 48人
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言 量
＝

市の人口と世帯数 誉
＝

言

自 言

享 ’2月’日現在 前月比 ；
弓人ロ 30．349人 （増57） ミ
ニ

＝ 言

胄 男 14．900人 （増31） 畠
ニ

ミ 女 15．449人 （増26） 百
壱

三

畠世帯 8．120世帯 （増13） 言
監
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'－国民年金保険料が
1月から1,100円に

’

国民年金保険料が、昭和50年1月から

引上げられます。いままでは1カ月900円

でしたが1,100円になります。

これは、改正による年金制度が充実し

たスライド制の実施で、支給される年金

額がアップされたことや、毎年年金を受

ける人たちが増えていることなどのため

で、どうしても引上げなければならない

のです。

保険料がアップされたといって滞納し

ないように、納期限には必ず納めるよう

お願いします。

また、 ‘いろいろな事情などでどうして

も納められない場合は、免税制度もあり

ますから、市保険年金課国民年金係（雪

内線224）にご相談ください。

市民の体力つくりとスポーツ振興のた

め、次のようなスキー教室を開きますか

らご参加ください。
ｲ 、

なお、定員になったら締め切ります。

◎親子スキー教室，

と き 2月8．9‘日

ところ福島県猪苗代スキー場
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